




























　In this paper, the duopolistic manufacturer’s vertical structure selection under price-quantity competition with three-
stage transaction is examined. The result is as follows. If vertical transaction is done by two-part tariff, the strategy 
of integrating two downstream stages but separating himself is weakly dominant strategy for each manufacturer. 
This strategy is optimal for the manufacturer because it leads to the avoidance of being follower. On the other hand, 
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とする。ここで，qiは市場での第 i財（ i=1,2）の消費量， 












CS γβα （i=1,2,  j=1,2, i≠j）
より，市場での第i財の逆需要関数
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複占市場における数量競争と垂直的構造選択







階では生産者 i（ i=1,2）が出荷価格wiおよび固定料金F i
を設定し、第３段階では卸売業者 i（ i=1,2）が卸売価格














































それらのうち i,j に関して対称な 2 通りを 1 通りとみなせば、実際の分析対象は
42−4C2=10 通りとなる。本節ではこれら 10 通りの各場合における均衡解を示し
た上で、それらをもとに考察を行う。
3-1. j が VI の場合
この項では生産者 j が第１段階で VI を選ぶ場合を想定し、それに対する生産
者 i の 4 通りの選択について検討する。各場合の部分ゲーム均衡解は以下の通り
である。なお、均衡解を表す記号の上付き文字のうち、コンマの左側は第 1 段
階での自身の選択を表し、右側は相手の選択を表している。また i と j に関する
対称式については一方のみを示す。





































 c  < qi1/2,VI









それらのうち i,j に関して対称な 2 通りを 1 通りとみなせば、実際の分析対象は
42−4C2=10 通りとなる。本節ではこれら 10 通りの各場合における均衡解を示し
た上で、それらをもとに考察を行う。
3-1. j が VI の場合
この項では生産者 j が第１段階で VI を選ぶ場合を想定し、それに対する生産
i 4 討する。各場合の部分ゲーム均衡解は以下の通り
号の上付き文字のうち、コンマの左側は第 1 段
は相手の選択を表している。また i と j に関する
す。

















































































 c  < πi1/2,VI
3-1-3. （2/3,VI）；iが 2/3、jが VIの場合
qi3/2,VI = qi1/2,VI  
qjVI,3/2 = qjVI,1/2   
pi3/2,VI = pi1/2,VI  
pjVI,3/2 = pjVI,1/2   
wi3/2,VI = ri1/2,VI  
Fi3/2,VI = fi1/2,VI  
πi3/2,VI = πi1/2,VI
πjVI,3/2 = πjVI,1/2 
3-1-4. （VS,VI）；iが VS、jが VIの場合
qiVS,VI = qi1/2,VI  
qjVI,VS = qjVI,1/2   
piVS,VI = pi1/2,VI  
pjVI,VS = pjVI,1/2   
riVS,VI = ri1/2,VI  
fiVS,VI = fi1/2,VI  
wiVS,VI = c  

















































 c  < πi1/2,VI
- - . 2/3,VI）；iが 2/3、jが VIの場合
i3/2,VI = qi1/2,VI  
qjVI,3/2 = qjVI,1/2   
pi3/2,VI = pi1/2,VI  
pjVI,3/2 = pjVI,1/2   
wi3/2,VI = ri1/2,VI  
Fi3/2,VI = fi1/2,VI  
πi3/2,VI = πi1/2,VI
πjVI,3/2 = πjVI,1/2 
3-1-4. （VS,VI）；iが VS、jが VIの場合
qiVS,VI = qi1/2,VI  
qjVI,VS = qjVI,1/2   
piVS,VI = pi1/2,VI  
pjVI,VS = pjVI,1/2   
riVS,VI = ri1/2,VI  
fiVS,VI = fi1/2,VI  
wiVS,VI = c  
2 ただし1/2のケースでは生産者 iが r iと f iを設定することになる。
3 ただしVIと1/3のケースでは生産者 iがqiを設定し，2/3のケースでは卸売業者が iがqiを設定することになる。
4 線形料金制による垂直的取引を想定する5節のケースでは，1/3まで含めた分析が必要となる．



















































 c  < πi1/2,VI
3-1-3. （2/3,VI）；iが 2/3、jが VIの場合
qi3/2,VI = qi1/2,VI  
qjVI,3/2 = qjVI,1/2   
pi3/2,VI = pi1/2,VI  
pjVI,3/2 = pjVI,1/2   
wi3/2,VI = ri1/2,VI  
Fi3/2,VI = fi1/2,VI  
πi3/2,VI = πi1/2,VI
πjVI,3/2 = πjVI,1/2 
3-1-4. （VS,VI）；iが VS、jが VIの場合
qiVS,VI = qi1/2,VI  
qjVI,VS = qjVI,1/2   
piVS,VI = pi1/2,VI  
pjVI,VS = pjVI,1/2   
riVS,VI = ri1/2,VI  
fiVS,VI = fi1/2,VI  












πjVI,VS = πjVI,1/2 
3-1-5.  VI に対する最適反応
以上の分析結果より、生産者利潤に関して以下の関係が成り立つ。
πiVI,VI < πi1/2,VI = πi2/3,VI = πiVS,VI   
これより以下の補題が導かれる。
補題１：
相手が VI という 1 段階構造を選択している場合、自身にとって実現可能な状
況は 2 通りである。1 つ目は１段階構造同士での同時手番（=VI 選択時）、2 つ目
は 1 段階構造同士での先手（1/2 または 2/3 または VS 選択時）である。最適反
応は，先手の立場となる 1/2 または 2/3 または VS である。 
生産者 j が VI を選択するときに生産者 i も VI を選択する場合の解は、通常の




立場を得られるためである。つまりこの場合は、生産者 i が先手で生産者 j が後
手であるときのシュタッケルベルク均衡が生じているのである5。 
3-2. j が 1/2 の場合
この項では生産者 j が第１段階で 1/2 を選ぶ場合を想定し、それに対する生産
者 i の３通りの選択について検討する。各場合の部分ゲーム均衡解は以下の通り
である。












πjVI,VS = πjVI,1/2 
.  
利潤に関して以下の関係が成り立つ。
, I  i1/2,VI = πi2/3,VI = πiVS,VI  
。
VI 1 を選択している場合、自身にとって実現可能な状
況は 2 通りである。1 つ目は１段階構造同士での同時手番（=VI 選択時）、2 つ目
は 1 段階構造同士での先手（1/2 または 2/3 または VS 選択時）である。最適反
応は，先手の立場となる 1/2 または 2/3 または VS である。 
生産者 j が VI を選択するときに生産者 i も VI を選択する場合の解は、通常の




立場を得られるためである。つまりこの場合は、生産者 i が先手で生産者 j が後
手であるときのシュタッケルベルク均衡が生じているのである5。 
3-2. j が 1/2 の場合
この項では生産者 j が第１段階で 1/2 を選ぶ場合を想定し、それに対する生産
者 i の３通りの選択について検討する。各場合の部分ゲーム均衡解は以下の通り
である。












πjVI,VS = πjVI,1/2 
3-1-5.  VI に対する最適反応
以上の分析結果より、生産者利潤に関して以下の関係が成り立つ。
πiVI,VI < πi1/2,VI = πi2/3,VI = πiVS,VI   
これより以下の補題が導かれる。
補題１：
相手が VI という 1 段階構造を選択している場合、自身にとって実現可能な状
況は 2 通りである。1 つ目は１段階構造同士での同時手番（=VI 選択時）、2 つ目
は 1 段階構造同士での先手（1/2 または 2/3 または VS 選択時）である。最適反
応は，先手の立場となる 1/2 または 2/3 または VS である。 
生産者 j が VI を選択するときに生産者 i も VI を選択する場合の解は、通常の




立場を得られるためである。つまりこの場合は、生産者 i が先手で生産者 j が後
手であるときのシュタッケルベルク均衡が生じているのである5。 
3-2. j が 1/2 場合
この項では生産者 j が第１段階で 1/2 を選ぶ場合を想定し、それに対する生産
者 i の３通りの選択について検討する。各場合の部分ゲーム均衡解は以下の通り
である。
















πjVI, S = πjVI,1/2 
3-1-5.  VI に対す 反応
以上 結果より、生産者利潤に関して以下の関係が成り立つ。
πiVI,VI < πi1/2,VI = πi2/3,VI = πiVS,VI   
これより以下の補題が導かれる。
補題１：
相手が VI という 1 段階構造を選択している場合、自身にとって実現可能な状
況は 2 通りである。1 つ目は１段階構造同士での同時手番（=VI 選択時）、2 つ目
は 1 段階構造同士での先手（1/2 または 2/3 または VS 選択時）である。最適反
応 ，先手の立場とな 1/2 または 2/3 または VS である。 
生産者 j が VI を選択するときに生産者 i も VI を選択する場合の解は、通常の




立場を得られるためであ 。つまりこの場合は、生産者 i が先手で生産者 j が後
手であるときのシュタッケルベルク均衡が生じているのである5。 
3-2. j が 1/2 の場合
この項では生産者 j が第１段階で 1/2 を選ぶ場合を想定し、それに対する生産
者 i の３通りの選択について検討する。各場合の部分ゲーム均衡解は以下の通り
である。




























3-2-1. （1/2,1/2）；iが 1/2、jも 1/2の場合

























































































































3-2-1. （1/2,1/2）；iが 1/2、jも 1/2の場合































































































































 c  < πi2/3,1/2
3-2-3. （VS,1/2）；iが VS、jが 1/2の場合
qiVS,1/2 = qi2/3,1/2
qj1/2,VS = qj1/2,2/3 
piVS,1/2 = pi2/3,1/2 
pj1/2,VS = pj1/2,2/3 
riVS,1/2 = wi2/3,1/2  
rj1/2,VS = rj1/2,2/3 
f j1/2,VS= f j1/2,2/3 
fiVS,1/2 = Fi2/3,1/2  










πj1/2,VS = πj1/2,2/3 
3-2-4.  1/2に対する最適反応
以上の分析結果より、生産者利潤に関して以下の関係が成り立つ。






（2/3または VS）である。最適反応は，先手の立場となる 2/3または VSである。 











 c  < πi2/3,1/2
3-2-3. VS,1/2 i VS、jが 1/2の場合
qiVS,1/2 = qi2/3,1/2
qj1/2,VS = qj1/2,2/3 
piVS,1/2 = pi2/3,1/2 
pj1/2,VS = pj1/2,2/3 
riVS,1/2 = wi2/3,1/2  
rj1/2,VS = rj1/2,2/3 
f j1/2,VS= f j1/2,2/3 
fiVS,1/2 = Fi2/3,1/2  










πj1/2,VS = πj1/2,2/3 
3-2-4.  1/2に対する最適反応
以上の分析結果より、生産者利潤に関して以下の関係が成り立つ。






（2/3または VS）である。最適反応は，先手の立場となる 2/3または VSである。 













πjVI,VS = πjVI,1/2 
3-1-5.  VI に対する最適反応
以上の分析結果より、生産者利潤に関して以下の関係が成り立つ。
πiVI,VI < πi1/2,VI = πi2/3,VI = πiVS,VI   
これより以下の補題が導かれる。
補題１：
相手が VI という 1 段階構造を選択している場合、自身にとって実現可能な状
況は 2 通りである。1 つ目は１段階構造同士での同時手番（=VI 時）、2 つ目
は 1 段階構造同士での先手（1/2 または 2/3 または VS 選択時）である。最適反
応は，先手の立場となる 1/2 または 2/3 または VS である。 
生産者 j が VI を選択するときに生産者 i も VI を選択する場合の解は、通常の




立場を得られるためである。つまりこの場合は、生産者 i が先手で生産者 j が後
手であるときのシュタッケルベルク均衡が生じているのである5。 
3-2. j が 1/2 の場合
この項では生産者 j が第１段階で 1/2 を選ぶ場合を想定し、それに対する生産
者 i の３通りの選択について検討する。各場合の部分ゲーム均衡解は以下の通り
である。












 c  < πi2/3,1/2
3-2-3. （VS,1/2）；iが VS、jが 1/2の場合
qiVS,1/2 = qi2/3,1/2
qj1/2,VS = qj1/2,2/3 
piVS,1/2 = pi2/3,1/2 
pj1/2,VS = pj1/2,2/3 
riVS,1/2 = wi2/3,1/2  
rj1/2,VS = rj1/2,2/3 
f j1/2,VS= f j1/2,2/3 
fiVS,1/2 = Fi2/3,1/2  










πj1/2,VS = πj1/2,2/3 
3-2-4.  1/2に対する最適反応
以上の分析結果より、生産者利潤に関して以下の関係が成り立つ。






（2/3または VS）である。最適反応は，先手の立場となる 2/3または VSである。 









 c   πi2/3,1/2
3-2-3. ,1/2 i j 1/2
qiVS,1/2  qi2/3,1/2
qj1/2,VS  qj1/2,2/3 
piVS,1/2  pi2/3,1/2 
pj1/2,VS  pj1/2,2/3 
riVS,1/2  i2/3,1/2  
rj1/2,VS  rj1/2,2/3 
f j1/2,VS  f j1/2,2/3 
fiVS,1/2  i2/3,1/2  










πj1/2,VS  πj1/2,2/3 
3-2-4.  1/2




2/3 2/3  









 c  < πi2/3,1/2
3-2-3. （VS,1/2）；iが VS、jが 1/2の場合
qiVS,1/2 = qi2/3,1/2
qj1/2,VS = qj1/2,2/3 
piVS,1/2 = pi2/3,1/2 
pj1/2,VS = pj1/2,2/3 
riVS,1/2 = wi2/3,1/2  
rj1/2,VS = rj1/2,2/3 
f j1/2,VS= f j1/2,2/3 
fiVS,1/2 = Fi2/3,1/2  










πj1/2,VS = πj1/2,2/3 
3-2-4.  1/2に対する最適反応
以上の分析結果より、生産者利潤に関して以下の関係が成り立つ。






（2/3または VS）である。最適反応は，先手の立場となる 2/3または VSである。 









 c  < πi2/3,1/2
3-2-3. （VS,1/2）；iが VS、jが 1/2の場合
qiVS,1/2 = q /3,1/2
qj1/2,VS = q 1/2,2/3 
piVS,1/2 = pi2/3,1/2 
pj1/2,VS = pj1/2,2/3 
riVS,1/2 = wi2/3,1/2  
rj1/2,VS = rj /2,2/3 
f j /2,VS= f j1/2,2/3 
fiVS,1/2 = Fi2/3,1/2  










πj1/2,VS = πj1/2,2/3 
3-2-4.  1/2に対する最適反応
以上の分析結果より、生産者利潤に関して以下の関係が成り立つ。






（2/3または VS）である。最適反応は，先手の立場となる 2/3または VSである。 













 c  < πi2/3,1/2
3-2-3. （VS,1/2）；iが VS、jが 1/2の場合
qiVS,1/2 = qi2/3,1/2
qj1/2,VS  qj1/2,2/3 
piVS,1/2 = pi2/3,1/2 
pj1/2,VS = pj1/2,2/3 
riVS,1/2 = wi2/3,1/2  
rj1/2,VS  rj1/2,2/3 
f j1/2,VS= f j1/2,2/3 
fiVS,1/2 = Fi2/3,1/2  










j1/2,VS = πj1/2,2/3 
3-2-4.  1/2 する最適反応
の分析結果より、生産者利潤に関して以下の関係が成り立つ。






2/3 VS である。最適反応は，先手の立場となる 2/3または VSである。 































に相当する。これに対し生産者 i が 1/2 を選択する場合の解は、両生産者が同時




れるからである。さらに生産者 i が 2/3 または VS を選択する場合の解は、生産
者 i が 2 段階の垂直的構造を保ちつつ先手の立場に変わる場合の解に相当する。 
3-3. j が 2/3 の場合
この項では生産者 j が第 1 段階で 2/3 を選ぶ場合を想定し、それに対する生産
者 i の 2 通りの選択について検討する。各段階の意思決定問題と、そこから導出
される部分ゲーム均衡解を示せば、それぞれ以下の通りとなる。
-3-1. （2/3,2/ i が 2/3、j も 2/3 の場合
qi3/2,3/2 = qi1/2,1/2 
pi3/2,3/2 = pi1/2,1/2
wi3/2,3/2 = ri1/2,1/2 
Fi3/2,3/2 = fi1/2,1/2  
πi3/2,3/2 = πi1/2,1/2
3-3-2. （VS,2/3）；i が VS、j が 2/3 の場合
qiVS,2/3 = qj1/2,2/3 
qj2/3,VS = qi2/3,1/2
piVS,2/3 = pj1/2,2/3 
pj2/3,VS = pi2/3,1/2 
riVS,2/3 = rj1/2,2/3  
fiVS,2/3 = fj1/2,2/3  
wiVS,2/3 = c  
FiVS,2/3 = πiVS,2/3 = πj1/2,2/3
wj2/3,VS = wi2/3,1/2 
F j2/3,VS= F i2/3,1/2 
3-3-2. （VS,2/3）；i がVS、j が2/3の場合
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πj2/3,VS = πi2/3,1/2 
3-3-3.  2/3 に対する最適反応
以上の分析結果より、生産者利潤に関して以下の関係が成り立つ。
πVI,2/3 < π1/2,2/3 = πVS,2/3 < π2/3,2/3,   if 0 < γ < 0.8725β    
π1/2,2/3 = πVS,2/3 < πVI,2/3 < π2/3,2/3,   if 0.8725β < γ < β    
これより以下の補題が導かれる。
補題３：
相手が 2/3 という２段階構造を選択している場合、生産者 i にとって実現可能
な状況は３通りである。１つ目は１段階構造同士での後手（=VI 選択時）２つ目
は２段階構造同士での同時手番（=2/3 選択時）、３つ目は２段階構造同士での後
手（=1/2 または VS 選択時）である。最適反応は，後手の立場を回避できる 2/3
である。
生産者 j が 2/3 を選択するときに生産者 i が VI を選択する場合の解は、3-1-5
項で見たように、生産者 i が後手の立場となる場合のシュタッケルベルク均衡解
に相当する。これに対し生産者 i が 2/3 を選択する場合の解は、3-2-1 項で見た
ように、両生産者が同時決定の立場で 2 段階の価格－数量競争を行う場合の解
である。さらに生産者 i が 1/2 または VS を選択する場合の解は、3-2-2 項での i
と j を入れ替えたものであり、生産者 i が 2 段階の垂直的構造を保ちつつ後手の
立場となる場合の解に相当する（VS を選択する場合には wiVS,2/3=c という価格設
定により VS を 1/2 に帰着させている）。 
3-4. j が VS の場合
この項では生産者 j が第 1 段階で VS を選ぶ場合を想定し、それに対して生産
者 i も VS を選ぶ場合について検討する。意思決定問題と部分ゲーム均衡解を示
せば、それぞれ以下の通りとなる。
3-4-1. （VS,VS）；i が VS、j も VS の場合
  9
項で見たように、生産者 i が後手の立場となる場合のシュタッケルベルク均衡解
に相当する。これに対し生産者 i が 1/2 を選択する場合の解は、両生産者が同時




れるからである。さらに生産者 i が 2/3 または VS を選択する場合の解は、生産
者 i が 2 段階の垂直的構造を保ちつつ先手の立場に変わる場合の解に相当する。 
3-3. j が 2/3 の場合
この項では生産者 j が第 1 段階で 2/3 を選ぶ場合を想定し、それに対する生産
者 i の 2 通りの選択について検討する。各段階の意思決定問題と、そこから導出
される部分ゲーム均衡解を示せば、それぞれ以下の通りとなる。
3-3-1. （2/3,2/3）；i が 2/3、j も 2/3 の場合
qi3/2,3/2 = qi1/2,1/2 
pi3/2,3/2 = pi1/2,1/2
wi3/2,3/2 = ri1/2,1/2 
Fi3/2,3/2 = fi1/2,1/2  
πi3/2,3/2 = πi1/2,1/2
3-3-2. VS,2/3 ；i が VS、j が 2/3 の場合
qiVS,2/3 = qj1/2,2/3 
qj2/3,VS = qi2/3,1/2
piVS,2/3 = pj1/2,2/3 
pj2/3,VS = pi2/3,1/2 
riVS,2/3 = rj1/2,2/3  
fiVS,2/3 = fj1/2,2/3  
wiVS,2/3 = c  
FiVS,2/3 = πiVS,2/3 = πj1/2,2/3
wj2/3,VS = wi2/3,1/2 






πj2/3,VS = πi2/3,1/2 
3-3-3.  2/3 に対する最適反応
以上の分析結果より、生 して以下の関係が成り立つ。
πVI,2/3 < π1/2,2/3 = πVS,2/3 < π2/3,2/3,   if 0 < γ < 0.8725β    
π1/2,2/3 = πVS,2/3 < πVI,2/3 < π2/3,2/3,   if 0.8725β < γ < β    
これより以下の補題が導かれる。
補題３：
相手が 2/3 という２段階構造を選択している場合、生産者 i にとって実現可能
な状況は３通りである。１つ目は１段階構造同士での後手（=VI 選択時）２つ目
は２段階構造同士での同時手番（=2/3 選択時）、３つ目は２段階構造同士での後
手（=1/2 または VS 選択時）である。最適反応は，後手の立場を回避できる 2/3
である。
生産者 j が 2/3 を選択するときに生産者 i が VI を選択する場合の解は、3-1-5
項で見たように、生産者 i が後手の立場となる場合のシュタッケルベルク均衡解
に相当する。これに対し生産者 i が 2/3 を選択する場合の解は、3-2-1 項で見た
ように、両生産者が同時決定の立場で 2 段階の価格－数量競争を行う場合の解
である。さらに生産者 i が 1/2 または VS を選択する場合の解は、3-2-2 項での i
と j を入れ替えたものであり、生産者 i が 2 段階の垂直的構造を保ちつつ後手の
立場となる場合の解に相当する（VS を選択する場合には wiVS,2/3=c という価格設
定により VS を 1/2 帰着させている）。 
3-4. j が VS の場合
この項では生産者 j が第 1 段階で VS を選ぶ場合を想定し、それに対して生産
者 i も VS を選ぶ場合について検討する。意思決定問題と部分ゲーム均衡解を示
せば、それぞれ以下の通りとなる。




























































πj2/3,VS = πi2/3,1/2 
3-3-3.  2/3 に対する最適反応
以上の分析結果より、生産者利潤に関して以下の関係が成り立つ。
πVI,2/3 < π1/2,2/3 = πVS,2/3 < π2/3,2/3,   if 0 < γ < 0.8725β    
π1/2,2/3 = πVS,2/3 < πVI,2/3 < π2/3,2/3,   if 0.8725β < γ < β    
これより以下の補題が導かれる。
補題３：
相手が 2/3 という２段階構造を選択している場合、生産者 i にとって実現可能
な状況は３通りである。１つ目は１段階構造同士での後手（=VI 選択時）２つ目
は２段階構造同士での同時手番（=2/3 選択時）、３つ目は２段階構造同士での後
手（=1/2 または VS 選択時）である。最適反応は，後手の立場を回避できる 2/3
である。
生産者 j が 2/3 を選択するときに生産者 i が VI を選択する場合の解は、3-1-5
項で見たように、生産者 i が後手の立場となる場合のシュタッケルベルク均衡解
に相当する。これに対し生産者 i が 2/3 を選択する場合の解は、3-2-1 項で見た
ように、両生産者が同時決定の立場で 2 段階の価格－数量競争を行う場合の解
である。さらに生産者 i が 1/2 または VS を選択する場合の解は、3-2-2 項での i
と j を入れ替えたものであり、生産者 i が 2 段階の垂直的構造を保ちつつ後手の
立場となる場合の解に相当する（VS を選択する場合には wiVS,2/3=c という価格設
定により VS を 1/2 に帰着させている）。 
3-4. j が VS の場合
この項では生産者 j が第 1 段階で VS を選ぶ場合を想定し、それに対して生産
者 i も VS を選ぶ場合について検討する。意思決定問題と部分ゲーム均衡解を示
せば、それぞれ以下の通りとなる。






































































πVI,VS < π1/2,VS < πVS,VS < π2/3,VS,   if 0 < γ < 0.8725β   
π1/2,VS < πVI,VS < πVS,VS < π2/3,VS,   if 0.8725β < γ < 0.9526β    




況は 4通りである。1つ目は 1段階構造同士での後手（=VI選択時）2つ目は 2
段階構造同士での先手（=2/3 選択時）、3 つ目は 2 段階構造同士での後手（=1/2
選択時）、4つ目は 3段階同士での同時手番（=VS選択時）である。最適反応は
先手の立場となる 2/3である。 

































































πVI,VS < π1/2,VS < πVS,VS < π2/3,VS,   if 0 < γ < 0.8725β   
π1/2,VS < πVI,VS < πVS,VS < π2/3,VS,   if 0.8725β < γ < 0.9526β    




況は 4通りである。1つ目は 1段階構造同士での後手（=VI選択時）2つ目は 2
段階構造同士での先手（=2/3 選択時）、3 つ目は 2 段階構造同士での後手（=1/2
選択時）、4つ目は 3段階同士での同時手番（=VS選択時）である。最適反応は
先手の立場となる 2/3である。 
生産者 jが VSを選択するときに生産者 iが VIを選択する場合の解は、3-1-5
これより 。
　補題４：












Bonanno, G. and J. Vickers(1988),“Vertical Separation”, Journal of 
Industrial  Economics,  Vol.36, No. 3, 1988, pp.257-265.
Cyrenne, P.(1994),“Vertical Integration Versus Vertical Separation: 
An Equilibrium Model”, Review of Industrial Organization  9, 
pp.311-322.
Saggi, K. and N. Vettas (2002), “On Intrabrand and Interbrand 
Competition: The Strategic Role of Fees and Loyalties,”











            VI              1/2 or 1/3                    2/3                       VS 
  VI     
2)2( 































































  1/3    
2)2(4 






























































































 表中の値は (α-c)2 の係数として，左側の生産者の利潤を表している。 
 
Quantity competition and vertical structure selection in a duopoly market
46　 静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.18　2017
